
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

新刊は5冊、既刊は最終的に13冊（内12冊は無料配布）、
宣伝効果は薄いとみられる。

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

目標販売数の半分程度にしか満たなかった。イベントその
ものの告知が弱かったとはいえ、目をあまりひかなかった
というのも事実だ。

看板の作成と、部誌にサブタイトル（内容がよりわかるよう
に）をつけ、表紙はカラーへ。内容をまとめたコピー誌とチ
ラシの作成。新たな部誌の作成。

  活動日時：　平成　25年　4月　28日（日）

部誌の20冊販売
大正大学文芸同好会を広く知ってもらう。

3.結果報告

　活動場所：　幕張メッセ

部誌を30冊販売。宣伝効果の向上。

文芸同好会

4・3・2・1今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）：  超文学フリマ

1.活動内容


